Ｈ30年度　第３回　都市公園指定管理者評価委員会
会議概要
１．日　時　平成31年３月28日（木曜日）午後15時00分から17時30分まで
２．場　所　大阪府庁別館7階　都市計画室会議室
３．出席者
　　山田委員長、大藪副委員長、関野委員、呉委員
４．議題
　　　（１）指定管理者の評価について
　　　（２）表彰について
　　　（３）指定管理者評価手法の見直しについて
５．主な議事内容　　　　　(太字：委員　　細字：事務局)
（１）指定管理者の評価について
・　第2回委員会にて指摘があった「被災後対応に関する評価基準」および「労働災害・公衆災害に関する評価基準」について説明。
◇　評価基準について概ね了解。
指定期間中の評価基準の見直しであるが、指定管理者に不利益が生じない方向での整理である。また、現・指定期間の評価が、次期・指定管理者選定時に反映されない公募条件であるため、現・指定期間の評価手法に変更があっても問題は無いと考える。
・　公衆災害の発生した公園及び事象の特殊事情を鑑み、施設所管課として評価基準によらずB評価が妥当である旨を説明。
◇　予見可能性や現場状況を鑑み、B評価とすることは妥当。ただし、評価の考え方について、原則、評価基準によるが、例外規定として、委員会の助言があった場合とする旨の記載をすること。
⇒評価の考え方に追記する。

（２）表彰について
・　所管する土木事務所より推薦する取組について説明。
◇　他自治体が公園でのBBQを禁止するなか、府営公園はBBQ利用を促進している。その中でも二色の浜公園では、先駆けてBBQ利用の促進取り組むとともに、マリンレジャーと結び付けた特徴的な取組を行っており、評価できる。
◇　大型イベントの誘致は事後的な影響力が大きく、飛びぬけた成果といえる。特に、大泉緑地のBMX国際大会の誘致は、大会運営団体と協議しながらスタート台を整備するなどの働きかけを行い、国際大会を10年ぶりに誘致し、次年度も継続するということで、公園知名度の向上にもつながる大きな成果といえる。
◇　箕面公園昆虫館は、昨年度はリニューアルについて知事賞を受賞したが、今年度はリニューアルを生かした取り組みが評価できる。特に、化石に学名をつけた研究成果が、全国的に話題となり、箕面公園のPRに繋がった点は成果といえる。
◇　審査の結果、二色の浜公園の取り組みは知事賞。特別賞は箕面公園と大泉緑地の取り組みとして、大阪府に意見する。
⇒4月24日に表彰式を実施する。

（３）指定管理者評価手法の見直しについて
・　指定管理者評価手法の見直し（案）について説明。
◇　概ね了解。次年度の第1回委員会において、最終案を審議する。
（４）その他
・　平成３１年度来園者満足度調査内容について説明。
◇　回答選択肢の設定について一部修正をすること。
・　大阪府営公園マスタープランについて説明。
以上

